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だ
し
っ
か
り
と
考
え
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
は

少
な
い
よ
う
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
③
で
は
、
筆

者
が
６
月
22
日
に
人
吉
市
に
提
出
し
た

〝「
人
吉
市
・
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地

域
の
制
度
」
の
実
現
に
関
す
る
意
見
書
〟

の
内
容
を
中
心
に
、
著
者
の
個
人
的
な
考

え
や
思
い
、
そ
れ
に
人
吉
市
の
地
区
別
懇

談
会
（
東
小
学
校
）
や
九
日
町
紺
屋
町
再

生
会
議
（
肥
後
銀
行
）
で
の
皆
様
の
発
言

を
元
に
作
成
し
た
人
吉
の
魅
力
づ
く
り
の

提
案
で
す
。

　
　
　ま

ち
づ
く
り
は

地
域
資
源（
宝
）の
活
用

　

新
し
い
人
吉
の
ま
ち
づ
く
り
、
被
災
地

復
興
の
基
本
と
し
て
先
ず
念
頭
に
置
く
べ

き
こ
と
は
、
こ
の
地
は
歴
史
的
、
地
理
的

に
古
事
記
や
平
安
時
代
以
降
、
こ
の
令

は
じ
め
に

　

前
回
、
本
誌
８
月
号
で
は
２
会
場
（
参

加
者
１
２
０
名
）
で
回
収
し
た
「
被
災
し

た
人
吉
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
・
ア
ン
ケ
ー

ト
」
回
答
者
28
名
の
声
を
中
心
に
〝
人
吉

の
こ
れ
か
ら
〟
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
の

回
答
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
は
、
次
の
水

害
が
不
安
な
こ
と
、
移
転
先
や
資
金
繰
り

に
つ
い
て
の
心
配
が
あ
る
、
な
ど
各
種
多

彩
な
被
災
背
景
が
あ
り
、
人
吉
の
復
興
ま

ち
づ
く
り
へ
の
住
民
の
皆
様
の
回
答
は
、
ま

〝
人
吉
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
〟
に
向
け
て
：
シ
リ
ー
ズ
そ
の
③

人
吉
の
魅
力
を
創
る
２
つ
の
提
案

＝
被
災
か
ら
１
年
、〝
人
吉
の
町
の
こ
れ
か
ら
を
〟
を
こ
う
考
え
る
＝

人
吉
市
民
　
松
本
晉
一
（
人
吉
市
九
日
町
）

九日町紺屋町復興会議提案（7月21日）

球
磨
独
自
の
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
球
磨
川
流
域
の
地
域
資
源
活
用
を
踏

ま
え
た
「
ひ
と
・
ま
ち
・
み
ど
り
」
の
ま

ち
づ
く
り
を
大
切
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
吉
の
ま
ち
づ
く
り
は
観

光
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
感
が
あ
り
ま

す
。
被
災
し
た
人
吉
の
中
心
市
街
地
を
今

後
ど
う
す
る
か
、ど
ん
な
町
に
し
た
い
か
。

人
吉
球
磨
の
地
域
資
源
を
活
か
し
つ
つ
、

よ
そ
の
人
に
も
住
ん
で
み
た
い
と
感
じ
る

魅
力
あ
る
町
に
す
る
た
め
に
も
、
市
民
の

皆
様
、
土
地
所
有
者
様
、
地
域
に
関
係
す

る
方
々
で
し
っ
か
り
と
議
論
し
、
次
の
〝
今

あ
る
４
つ
の
人
吉
の
宝
〟
と
〝
新
し
い
３
つ

の
人
吉
の
宝
〟
を
合
わ
せ
た
〝
７
つ
の
宝
〟

で
、
新
し
い
人
吉
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
の
材

料
の
一
つ
と
し
て
以
下
の
２
つ
の
提
案
を
致

し
ま
す
。

九日町紺屋町復興会議（７月19日）

和
の
時
代
ま
で
１
３
０
０
年
以
上
を
経
た

〝
球
磨
人
吉
文
化
〟
で
構
成
さ
れ
る
魅
力

あ
る
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
球
磨

川
水
源
・
川
辺
川
水
源
か
ら
八
代
海
ま
で

の
流
域
に
は
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
人
物
・

交
通
・
教
育
・
産
業
・
観
光
な
ど
、
人
吉

提
案
１

　

今
あ
る
４
つ
の

　

人
吉
の
宝
を
大
切
に

　

人
吉
球
磨
に
も
玉
名
の
〝
韋
駄
天
〟
に

負
け
な
い
、
時
代
の
夢
を
求
め
た
〝
近
代

日
本
の
代
表
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
〟
が
居
ま
し

た
。
そ
れ
が
先
人
偉
人
た
ち
＝
人
物
遺
産

＝
人ひ

と

、
地
域
の
宝
物
の
代
表
格
で
す
。
勿

論
、
そ
の
人
を
支
え
た
の
は
郷
土
の
自
然
、

歴
史
、
産
業
、
教
育
、
地
縁
、
血
縁
か
ら

な
る
、
こ
の
地
の
風
土
文
化
で
す
。

　

今
、
こ
の
地
に
は
次
の
４
つ
の
宝
物
が
あ

る
の
で
す
。
こ
れ
ら
が
〝
こ
の
地
の
売
り
〟

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
は
自
然
、歴
史
、

人
、
産
業
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
こ
の
地

の
４
つ
の
〝
よ
か
と
こ
〟
を
守
り
・
磨
き
、

語
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
宝
と
は
：
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に
「
人
吉
文
化
交
流
館
」
を
新
設
す
る
こ

と
を
要
望
し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
中
規
模

の
新
し
い
文
化
施
設
を
中
心
市
街
地
に
創

る
こ
と
、
そ
れ
が
被
災
地
人
吉
の
公
的
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

人
吉
文
化
交
流
館
の
役
割
は
「
ひ
と
よ

し
文
化
」、
即
ち
人
吉
球
磨
の
良
さ
、
楽

し
さ
、
面
白
さ
を
見
せ
る
場
、
語
る
場
、

集
め
る
場
に
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。
そ

こ
に
は
、
そ
の
地
域
、
そ
の
町
、
そ
こ
に

生
き
て
来
た
人
々
が
培
っ
た
も
の
が
沢
山

あ
り
ま
す
。
そ
の
象
徴
の
一
つ
が
偉
人
記
念

館
で
す
。

　

偉
人
記
念
館
に
は
こ
の
地
域
を
代
表

す
る
人
物
た
ち
を
紹
介
す
る
常
設
コ
ー

ナ
ー
、
各
種
の
人
物
遺
産
資
料
を
閲
覧
、

学
習
、
販
売
す
る
所
を
設
け
ま
す
。
ま
た

常
設
以
外
の
場
所
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
が
あ

れ
ば
絵
画
や
写
真
、
華
道
な
ど
各
種
の
展

示
会
場
も
兼
ね
る
も
の
で
す
。

を
中
心
、
花
と
水
と
緑
（
自
然
）
の

潤
い
と
人
間
の
営
み
を
軸
に
据
え
た

〝
人
吉
ら
し
さ
〟の
あ
る
「
ひ
と
、ま
ち
、

み
ど
り
」
の
ま
ち
創
り
が
大
事
で
す
。

２
、
人
吉
文
化
交
流
館

   

　「
お
ひ
と
よ
し
」（
仮
称
）
づ
く
り

　
＝
偉
人
記
念
館
（
展
示
）+

新
図

書
館
（
情
報
）
＋
小
ホ
ー
ル
（
集
会
）

＋
災
害
避
難
施
設

　

４
月
24
日
付
の
人
吉
新
聞
「
読
者

の
ひ
ろ
ば
」
に
、
文
化
の
拠
点
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
（
下
城
本
町
）
の
再

建
要
望
の
投
書
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
勿
論
、
現
在
の
そ
の
場
所
で
の

大
規
模
施
設
の
再
建
も
可
能
だ
と
思

い
ま
す
が
、
市
内
中
心
部
が
被
災
し

た
今
、
そ
の
文
化
の
拠
点
を
市
民
が

よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
九
日
町
紺

屋
町
大
工
町
筋
の
被
災
中
心
市
街
地

遺
産
や
伝
統
的
建
造
物
等
を
し
っ
か
り
調

査
、
把
握
。
そ
れ
ら
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
併
せ
て
人
吉
ら

し
い
風
情
、
川
と
の
共
生
、
花
と
木
と
緑

の
町
並
み
で
、
新
し
い
町
の
色
、
町
の
匂
い
、

町
の
香
り
を
創
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
も
「
人
吉
の
魅
力

づ
く
り
」
の
背
景
と
な
る
１
３
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
〝
球
磨
人
吉
文
化
〟
と

球
磨
川
流
域
の
本
来
持
つ
〝
自
然
と
水
と

緑
〟
を
基
本
と
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
被
災
下
の
中
で
再
発
見
さ
れ
る
歴
史

的
・
文
化
的
遺
産
、
産
業
遺
産
を
確
実
に

救
出
し
、
修
復
・
復
元
・
活
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

さ
ら
に
大
事
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
地
震

や
津
波
に
見
舞
わ
れ
た
先
進
被
災
地
と
同

様
な
画
一
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
道
路
構
成
に

し
な
い
こ
と
が
肝
要
で
す
。
す
な
わ
ち
、
人

吉
の
町
割
り
と
歴
史
的
背
景
の
中
に
、
川

　

こ
れ
ら
４
つ
の
地
元
の
各
遺
産
は
、
日

本
遺
産
を
含
め
て
、
こ
の
地
域
の
特
色
で

あ
り
、
品
格
で
あ
り
、
伝
承
・
継
承
す
べ

き
も
の
で
す
。
こ
の
郷
土
の
４
つ
宝
物
を

し
っ
か
り
と
守
り
、
磨
き
、
郷
土
の
誇
り

と
し
て
大
切
に
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　　

提
案
２

　

３
つ
の
新
し
い

　

人
吉
の
宝
を
創
る

１
、
人
吉
の
町
割
り
と
球
磨
川
を
大
事
に

し
た
「
ひ
と
、
ま
ち
、
み
ど
り
」
の
ま
ち

づ
く
り

　
「
あ
ー
よ
か
町
の
出
来
た
バ
イ
」
と
訪
れ

た
人
々
が
言
う
よ
う
な
町
、
他
の
人
々
が

こ
こ
に
住
み
た
い
と
思
う
町
を
創
る
。
そ
の

た
め
に
は
登
録
文
化
財
と
な
る
べ
き
産
業

１
、
自
然
の
よ
さ
：
自
然
遺
産

 Natural Heritage

　

山
紫
水
明
・
球
磨
川
・
川
辺
川
を
中
心

と
す
る
市
房
山
・
白
髪
岳
他
の
自
然
遺
産

が
あ
り
ま
す

２
、
歴
史
の
よ
さ
：
歴
史
遺
産

 Historic Heritage

　

相
良
七
百
年
、
国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
、

三
十
三
観
音
巡
り
、
伝
統
行
事
他
の
歴
史

遺
産
が
あ
り
ま
す

３
、
人
の
よ
さ
：
人
物
遺
産

 Hum
an Heritage

　

一
井
正
典
、
日
野
熊
蔵
、
犬
童
球
渓
、

川
上
哲
治
他
、
多
く
の
先
人
・
偉
人
の
人

物
遺
産
が
あ
り
ま
す

４
、
産
業
の
よ
さ
：
産
業
遺
産 

Industrial Heritage 

　

温
泉
、
焼
酎
、
石
倉
、
林
業
、
木
造
建

築
、
肥
薩
線
、
く
ま
鉄
他
、
多
数
の
産
業

遺
産
が
あ
り
ま
す
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次
第
に
下
が
っ
て
来
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
で
大
事
な
こ
と
は
、
街
中
が
混
乱
し
て

い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
の
望
む
べ
き

新
文
化
拠
点
の
青
写
真
を
被
災
地
の
中
心

部
に
描
き
、
そ
の
施
設
を
市
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
こ
と

で
す
。
公
益
と
な
る
こ
の
館
の
名
称
も
公

募
し
、
次
世
代
の
新
し
い
人
吉
に
ふ
さ
わ

し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
す
れ
ば
よ
り
夢
が
叶

え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
新
文
化
施
設
建
造
に
は
市
民
の
皆

様
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
共
有
、
用
地
の
確

保
、
財
源
等
、
種
々
の
問
題
点
を
ク
リ
ア

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。〝
被
災
市
街
地
復

興
特
別
措
置
法
〟
の
適
用
を
受
け
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、先
ず
は
被
災
中
心
地
に
そ
の
〝
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
〟
を
策
定
し
た
い
と
す
る
、

そ
の
策
定
実
現
へ
の
意
思
表
示
が
よ
り
大

切
だ
と
考
え
ま
す
。

の
杜
を
つ
く
り
、
復
興
人
吉

を
象
徴
す
る
大
き
な
木
を
植

え
て
町
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー（
目
印
）に
す
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
人
吉
文

化
交
流
館
」
の
機
能
は
同
一

箇
所
に
集
中
し
て
創
設
す
る

こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
良

い
か
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の

複
数
の
施
設
機
能
が
こ
の
被

災
地
区
の
数
カ
所
に
分
散
し

て
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
る
方
が
よ

り
効
果
的
な
役
割
が
持
て
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
ず
、

出
来
る
こ
と
か
ら
、
即
ち
イ

メ
ー
ジ
造
り
、
機
能
と
役
割
、

レ
イ
ア
ウ
ト
創
り
か
ら
初
め

た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

被
災
内
容
に
よ
っ
て
現
時

点
で
は
住
民
の
復
興
意
欲
が

人吉市の中心市街地再生案例（第4回7月19日東小学校）

報
セ
ン
タ
ー
並
び
に
災
害
学
習
機
能
及
び

難
所
機
能
（
災
害
へ
の
備
え
）
を
持
た
せ
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
併
せ
て
こ
こ
に
市
民
課
、

商
工
振
興
課
、
福
祉
課
な
ど
市
役
所
機
能

の
一
部
分
を
配
置
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

小
ホ
ー
ル
の
役
割
は
、
現
在
、
人
吉
の

中
心
街
に
は
な
い
映
画
の
上
映
会
や
観
劇

会
、
西
洋
音
楽
や
邦
楽
な
ど
の
演
奏
会
、

講
演
や
ズ
ー
ム
会
議
な
ど
各
種
の
会
合
な

ど
の
機
能
や
設
備
を
持
た
せ
ま
す
。

　

勿
論
、
こ
の
館
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
や
素
材

に
も
郷
土
の
木
材
資
源
を
ふ
ん
だ
ん
に
活

用
、
他
所
に
は
な
い
近
代
的
・
歴
史
的
建

造
物
の
意
匠
・
デ
ザ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
建
物

と
し
て
、
新
た
な
美
的
景
観
と
機
能
を
持

た
せ
れ
ば
、
中
心
市
街
地
で
の
存
在
感
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、〝
人
吉
ら
し
さ
〟（
人
吉
の

歴
史
的
文
化
的
価
値
）
を
含
め
て
内
外
に

発
信
・
共
有
で
き
る
建
物
に
な
れ
ば
と
考

え
ま
す
。
こ
こ
の
広
場
に
は
花
と
緑
の
自
然

道
等
の
産
業
遺
産
な
ど
に
特
化
し
、
地
元

の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行

い
、
市
民
や
研
究
者
、
観
光
客
の
学
び
の

場
（
サ
ロ
ン
）、
人
吉
球
磨
と
球
磨
川
に
関

す
る
情
報
源
に
す
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
こ
の
館
内
に
は
各
種
の
災
害
復
旧

の
羅
針
盤
と
な
る
人
材
を
置
き
、
災
害
情

　

新
図
書
館
の
役
割
は
先
進
地
の
図
書
館

と
は
異
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
新
機
能
・

新
企
画
の
専
門
図
書
館
と
し
、
蔵
書
は
特

に
球
磨
川
の
自
然
、
自
然
災
害
と
そ
の
対

応
、
人
吉
球
磨
の
歴
史
、
郷
土
の
文
化
、

地
元
の
産
業
文
化
、
林
業
、
焼
酎
、
温

泉
、
木
造
建
造
物
、
肥
薩
線
・
く
ま
川
鉄

人吉市第４回地区別懇談会資料より（図書館例）

同上資料より（分棟型文化交流施設例）
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村
酒
店
周
辺
の
復
活
・
再
現
は
人
吉
の

何
を
象
徴
す
る
の
か
＝
新
し
い
人
吉
の

町
の
形
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
け
ば
よ
い
の

か
？
＝
中
心
市
街
地
に
新
文
化
の
殿
堂

を
創
る⇒

そ
の
方
法
を
皆
で
探
る
（
熊

本
ま
ち
な
み
ト
ラ
ス
ト
＋
熊
本
産
業
遺

産
研
究
会
ほ
か
）

６
、
関
根
喜
美
子
「
文
化
の
拠
点
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
の
再
建
を
」
21
・
４
・
24
人
吉

新
聞
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」

　
　
　

文
化
の
復
興
は
傷
つ
い
た
人
々
の
心

を
癒
し
勇
気
づ
け
ま
す
。
感
動
の
場
の

再
利
用
、
開
館
を
願
う

７
、
松
本
晉
一
「
被
災
し
た
市
街
地
に
〝
新
〟

文
化
の
拠
点
を
！
」
21
・
５
・
８
人
吉
新

聞
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」

　
　
　

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
新
文
化
拠
点

（
兼
避
難
所
）
＝
偉
人
記
念
館
＋
新
図

書
館
＋
小
ホ
ー
ル
を
九
日
町
、
紺
屋
町
、

大
工
町
の
中
心
市
街
地
に
新
設
。
町
づ

く
り
の
目
標
と
な
り
市
民
の
行
動
意
欲

が
変
容
す
る

〜
４
Ｐ

　
　
　

復
興
の
主
体
は
市
民
一
人
ひ
と
り
。「
こ

れ
ま
で
最
も
大
切
に
し
て
き
た
価
値
」

の
中
の
球
磨
川
へ
の
想
い
。
自
然
、
歴
史
、

文
化
を
大
切
に
す
る
、
こ
こ
に
生
き
る
喜

び
と
誇
り
を
感
じ
、
人
と
人
と
の
絆
が

広
が
る
よ
う
な
人
吉
ら
し
い
復
興
を

４
、青
木
辰
司「
人
吉
球
磨
を
復
興
モ
デ
ル
に
」

２
０
２
０
・
９
・
２
熊
日
新
聞
投
書

　
　
　

今
後
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
豪
雨
再

来
も
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
地
で
ど
の
よ

う
に
自
然
共
生
型
の
復
興
を
目
指
す
の

か
、
英
知
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
コ
ロ

ナ
対
策
と
同
様
、
全
国
の
多
様
な
専
門

家
を
終
結
し
た
「
人
吉
球
磨
自
然
共
生

社
会
構
想
会
議
」
を
立
ち
上
げ
「
人
吉

球
磨
モ
デ
ル
」
を
構
築
す
る
。
そ
の
基

本
は
「
川
を
恨
ま
ず
、
川
と
向
き
合
っ
て

生
き
る
！
」

５
、「
人
吉
紺
屋
町
十
軒
町
づ
く
り
」
21
・
４
・

23
松
本
晉
一
メ
モ

　
　
　

紺
屋
町
・
渕
田
酒
造
（
銀
の
露
）
西

し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
「
５
年
後
の

人
吉
の
今
」
が
、も
っ
と
生
き
生
き
と
輝
き
、

楽
し
み
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

参
考
資
料
：

１
、
種
元
勝
弘
「
近
・
現
代
の
人
吉
を
理
解

す
る
た
め
に
」
昭
和
60
年
「
ふ
る
さ
と

思
い
出
写
真
集
・
人
吉
・
ま
と
め
」
よ
り
、

球
磨
人
吉
の
歴
史
的
文
化
的
背
景
を
大

事
に
す
る
こ
と

２
、
水
戸
岡
鋭
二
「
あ
と
１
％
だ
け
や
っ
て

み
よ
う
」
56
〜
65
Ｐ　

集
英
社
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル　

２
０
１
３

　
　
　
「
街
が
混
乱
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
意
識

が
低
く
、
街
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
ぼ

け
て
い
る
。
街
が
建
物
を
つ
く
り
、
そ
の

建
物
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
い
う
の
は
、

意
識
の
高
い
人
の
仕
事
」「
観
光
と
は
光

と
な
る
場
所
を
観
に
行
く
こ
と
」

３
、
人
吉
市
復
興
計
画
基
本
方
針
内
容
よ
り

令
和
２
年
９
月　

熊
本
県
人
吉
市　

３

良
い
脚
本
家
、
映
画
作
家
、
監
督
そ
し
て

地
元
の
ア
ー
ト
を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が

れ
ば
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
２
つ
の
提
案
か
ら
新
し
い
人
吉

の
魅
力
づ
く
り
に
は
：

①
今
あ
る
人
吉
の
４
つ
の
宝
「
自
然
・
歴

史
・
人
・
産
業
」
を
守
り
、磨
き
、語
る
。

②
新
し
い
人
吉
の
宝
「
ひ
と
・
ま
ち
・
み

ど
り
」
づ
く
り
＝
町
と
緑
と
人
吉
文
化

交
流
館
づ
く
り
。

③
人
吉
の
町
が
蘇
り
進
化
す
る
姿
を
「
新
・

ひ
と
よ
し
物
語
」
の
本
と
映
画
で
紹
介

す
る
。

　

こ
の
〝
３
つ
の
人
吉
の
魅
力
づ
く
り
〟

を
皆
様
に
共
有
し
て
頂
き
、こ
れ
ら
を
〝
人

吉
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
イ
メ
ー
ジ
の
主
題
〟

と
し
て
育
ん
で
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

今
あ
る
宝
を
よ
り
磨
き
上
げ
、
そ
し

て
次
の
新
し
い
人
吉
の
宝
を
皆
で
創
り
ま

３
：
蘇
る
人
吉
「
新
・
ひ
と
よ
し
物
語
」

の
本
と
映
画
づ
く
り

　

次
の
５
年
間
、
こ
れ
か
ら
鉄
道
と
町
が

蘇
り
、
人
が
蘇
り
、
花
と
緑
が
新
し
く
創

ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
町
の
歴
史
と
文

化
、
被
災
の
始
ま
り
と
復
活
、
過
去
、
現

在
そ
し
て
未
来
を
創
る
人
々
、
花
と
緑

の
自
然
の
杜
と
新
し
い
人
吉
の
町
の
姿
を

し
っ
か
り
と
記
録
・
保
存
、
映
像
化
し
て
、

「
新
・
ひ
と
よ
し
物
語
」
の
本
と
映
画
を

つ
く
り
、
蘇
る
人
吉
を
具
体
的
に
記
録
し
、

童
話
や
本（
活
字
）と
映
画
に
す
る
こ
と
で
、

こ
の
町
の
復
興
と
存
在
が
全
国
に
知
ら
れ
、

そ
の
価
値
が
さ
ら
に
上
が
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

蘇
り
、
進
化
・
発
展
す
る
人
吉
の
宝
「
ひ

と
・
ま
ち
・
み
ど
り
」
の
新
し
い
人
吉
の

魅
力
を
し
っ
か
り
と
記
録
、
発
信
、
物
語

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
こ
と
が
よ
り

　

被
災
か
ら
１
年
、
現
時
点
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
「
ひ
と
、
ま
ち
、
み
ど
り
」
の
こ
の
被
災

市
街
地
で
の
新
構
想
発
表
は
、
被
災
し
た
市

民
の
生
活
意
欲
、
次
の
行
動
意
欲
を
良
い
方

向
に
変
容
さ
せ
る
も
の
と
想
像
し
ま
す
。

九日町紺屋町復興会議案例（7月21日肥後銀行）
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水
戸
岡
鋭
二
「
あ
と
１
％
だ
け
や
っ
て
み
よ
う
」

56
〜
65
Ｐ　

集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　

２
０
１
３〈

筆
者
連
絡
先
：
熊
本
県
人
吉
市
九
日

町
１
１
５
（
〒
８
６
８
︱
０
０
０
４
）

℡
０
９
６
６
・
２
２
・
２
９
２
８
〉

８
、 

第
４
回
地
区
別
懇
談
会
資
料
（
中
心
市
街

地
、
麓
・
老
神
町
）
令
和
３
年
７
月
19
日

９
、
第
４
回
紺
屋
町
・
九
日
町
再
生
会
議
の
概

要
メ
モ　

令
和
３
年
７
月
21
日

10
、
球
磨
川
説
明
資
料
〜
球
磨
川
流
域
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
て
〜
令
和
３
年
６
月
22
日
国

土
交
通
省　

八
代
河
川
事
務
所

11
、
球
磨
川
水
系
治
水
対
策
説
明
資
料
〜
球
磨

川
流
域
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
〜
令
和
３

年
７
月
19
日　

国
土
交
通
省
八
代
河
川
事

務
所

12
、〝
人
吉
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
〟
に
向
け
て
、

シ
リ
ー
ズ
そ
の
①　

被
災
か
ら
1
年
、「
人

吉
の
町
の
こ
れ
か
ら
」
を
ど
う
考
え
ま
す

か
？ 

個
人
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
被
災
し
た
人

吉
の
こ
れ
か
ら
を
探
る　

松
本
晉
一　

く
ま

が
わ
春
秋　

第
64
号
２
０
２
１
年
７
月

13
、〝
人
吉
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
〟
に
向
け
て
、

シ
リ
ー
ズ
そ
の
②　

個
人
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

被
災
し
た
人
吉
の
こ
れ
か
ら
を
探
る　

松
本

晉
一　

く
ま
が
わ
春
秋　

第
65
号
２
０
２
１

年
８
月

関
連
資
料
：

１
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
被
災
状
況
【
速
報
版
】

熊
本
県
土
木
部
２
０
２
０
・
８
・
19
改
訂

２
、
人
吉
復
興
会
議
第
１
回
記
録　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
熊
本
ま
ち
な
み
ト
ラ
ス
ト　

２
０
２
１
・
４
・
14
作
成

３
、
人
吉
市
偉
人
記
念
館
・
新
図
書
館
建
設
の

た
め
に
（
会
議
資
料
）　

２
０
２
１
・
４
・

28

４
、
人
吉
市
街
地
被
災
現
況
調
査　

２
０
２
１
・
５
・
７
現
在　
（
一
社
）
青
井
の

杜
外
苑
街
づ
く
り
協
会

５
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
「
被
災
市
街
地

復
興
推
地
域
」
の
制
度
に
関
す
る
説
明
資

料　

21
・
５
・
15

６
、「
人
吉
中
心
市
街
地
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
」
意
見
交
換
会
資
料
メ
モ
２
０
２
１

年
６
月
13
日

７
、
熊
本
県
立
図
書
館
蔵
「
人
吉
市
街
地
関
係

絵
図
」
２
０
２
１
・
６
・
13
人
吉
復
興
会
議

討
議
資
料　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熊
本
ま
ち
な
み

ト
ラ
ス
ト　

青
木
勝
士
氏
作
成

難
路
と
避
難
場
所
の
計
画
的
な
確
保
は

計
画
の
基
本
。
い
た
ず
ら
に
対
立
軸
を
つ

く
ら
ず
、
よ
り
良
い
生
活
空
間
（
ア
メ

ニ
テ
ィ
都
市
空
間
）
と
な
る
よ
う
に
す
る

13
、
金
子
裕
子
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
に
、

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
」
雑
誌
「
東

京
人
」
２
０
２
１
・
６
月
号

　
　
　
「
今
あ
る
も
の
を
活
か
す
、
空
き
家
や

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
店
舗
な
ど
の
建
物
を

〝
ま
ち
の
資
源
〟
と
み
な
し
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
ま
ち
を
元
気
に
す
る
こ
と
。

資
源
に
な
り
得
る
も
の
を
再
発
見
す
る
」

14
、寺
嶋
悠「
知
事
の
姿
勢
に
疑
問
と
違
和
感
」

２
０
２
１
・
７
・
６
熊
日
新
聞
投
書

　
　
　

被
災
住
民
の
説
明
会
開
催
の
前
に
拙

速
に
ダ
ム
建
設
を
進
め
た
。
国
と
は
異

な
る
立
場
で
流
域
自
治
を
す
す
め
る
べ
き

で
あ
る
知
事
の
姿
勢
が
疑
問
。
責
任
を

取
れ
な
い
こ
と
ま
で
責
任
を
取
る
と
断
言

す
る
姿
に
疑
問
と
違
和
感
が
深
ま
っ
た

２
０
２
１
・
５
・
15

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
が
決
ま
ら
な

い
ま
ま
、「
安
全
」
と
い
う
名
目
で
事
業

が
先
行
し
て
実
施
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
キ
チ
ン
と
街
中
を
調
査
し
て
、
町

割
り
や
路
地
を
残
す
、
歴
史
的
構
造
物

を
の
こ
し
て
い
く
提
案
を
す
べ
き
と
思
う

12
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
説
明

会
・
富
士
川
一
裕
氏
提
案
メ
モ　

２
０
２
１
・
５
・
15

　
　
　

⑴
人
吉
市
中
心
市
街
地
は
「
人
吉
球

磨
森
林
文
化
圏
」
を
表
象
す
る
こ
と
、

⑵
引
き
堤
や
、
か
さ
上
げ
な
ど
（
東
日

本
で
多
用
さ
れ
た
）
手
法
ま
ず
あ
り
き

で
は
な
く
地
域
固
有
の
町
割
に
即
し
た

市
街
地
整
備
を
基
本
に
す
る
こ
と
、
⑶

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
土
木
ス
ケ
ー
ル
で
は

な
く
建
築
ス
ケ
ー
ル
、
街
区
単
位
で
整

備
計
画
を
作
成
し
部
分
的
に
４
階
建
て

く
ら
い
で
Ｒ
Ｃ
化
し
て
垂
直
避
難
を
可

能
に
す
る

　
　
　

※
災
害
時
の
行
動
を
反
芻
す
る
と
避

８
、「
被
災
人
吉
の
見
学
及
び
協
議
会
メ
モ
」

２
０
２
１
年
５
月
２
日
メ
モ　

熊
本
ま

ち
な
み
ト
ラ
ス
ト
（
Ｋ
Ｍ
Ｔ
）
＋
人
吉

の
偉
人
に
学
ぶ
会
（
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｋ
）
の
第

1
回
の
ね
ら
い
、
松
本
の
望
む
支
援

９
、「
益
城
町
復
興
計
画
の
い
ま
・
事
前
復
興

の
視
点
」鈴
木
桂
樹
元
熊
大
教
授
に
聞
く

（
熊
日
新
聞
２
０
２
１
・
５
・
５
）

　
　
　
「
自
治
体
が
常
日
頃
か
ら
し
っ
か
り
し

た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
っ
て
い
る
か
」「
市

民
が
ど
れ
だ
け
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
れ

た
か
、
作
り
あ
げ
た
地
域
の
課
題
は
何

か
の
自
己
点
検
」

10
、
内
藤
廣
「
空
間
の
ち
か
ら
」

２
０
２
１
・
５
・
15
熊
日
新
聞
書
評
よ
り

　
　
　
「
記
憶
や
原
体
験
が
思
い
起
こ
さ
れ
、

時
代
の
文
化
や
街
の
ざ
わ
め
き
な
ど
が

集
ま
っ
て
く
る
空
間
を
つ
く
り
出
す
」「
建

築
の
価
値
は
人
の
生
き
る
長
さ
を
越
え

て
何
事
か
を
伝
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」

11
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
説
明

会
・
磯
田
節
子
氏
提
案
メ
モ　


